































































































































ろう。これは 'llan' と綴り、'll' は英語の子音 'l' を
無声音（摩擦音?）にしたような音である。筆者は
音声学の専門家ではないので、この説明は必ずし
も科学的に正確な説明とは言えない。英語音声学
の専門家で釣りが趣味である故にウェイルズを頻
繁に訪れている友人は、むしろ「シャン」と表記
した方が近いかも知れないと言う。この'll'の子音
も勿論英語には存在しないので、非ウェイルズ語
話者は「スラン」[slan]という発音で代用する。
これがつく地名にはサンベリス、サンゴセン、サ
ンダドゥノウ（シャンベリス、シャンゴシェン、
シャンダドゥノウ）などがある。サンベリスは６
世紀にローマから来た伝道師セント・ペリスにち
なむと言われ、サンゴセンは７世紀にローマ軍の
軍人として渡ってきたセント･コルン、サンダドゥ
ノウはおそらく６世紀頃この地で活躍したセン
ト・タドノウに由来する。しかし何と言っても、
ウェイルズの「サン」で始まる地名の中で最も有
名なものと言えば、メナイ橋を渡ってアングル
シー島に入って西に折れて10マイルほどのところ
にあるサンヴァイアプスグウィンギスゴウゲラッホワー
ンドロウブスサンダシリオウゴウゴウゴウッホ
(Llanfairpwllgwyngyllgogerychwyrndrobwllllan-
dysiliogogogoch)という58文字の長い名前を持つ
村であろう。ここには鉄道の駅があり、英国の寒
村の駅の例に漏れず無人駅であるが、駅近くの
スーパーで土産物として長い長い入場券を売って
いる。この名前は二つの村が合併したときにいず
れの名前を取るかでどちらも譲らず、結局両方の
村名を強引につなげてしまったという経緯がある。
合併する前から十分に長かったという気がしない
でもないが、前半の「サンヴァイアプスグウィン
ギスゴウゲラッホワーンドロウブス」の部分が「渦
巻く急流の近くの白いハシバミの池の近くの聖マ
リア教会」、後半「サンダシリオウゴウゴウゴウッ
ホ」が「洞窟の近くの聖テイシリオ教会」を意味
する。しかしこれだけ長い名前だと当然日常生活
に支障を来たすので、通常は'Llanfair PG'と表記
し、「サンヴァイア・ピー・ジー」(非ウェイルズ
語話者は「スランフェア・ピー・ジー」)と発音す
ることになっている。
　ところで今回の『語研ニュース』はアメリカ特
集である。ついでに米国で一番長い地名について
も触れておこう。それはマサチューセッツ州ウェ
ブスター近くのチャーゴウガゴグマンチョーガゴ
グチョーブナグンガモーグ(Chargoggagoggman-
chaugagoggchaubunagungamaugg)という44文字
からなる湖の名前であり、原義はインディアン語
で「君は向こう側で魚を釣れ。僕はこちら側で魚
を釣る。真ん中の魚は誰のものでもない。」とい
うことらしい。
